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  The importance of knowledge management is recognized by companies along with globalization and 
economic growth. Technology and knowledge based companies seek to improve the knowledge-intensive 
process and enhance the integration of internal and external knowledge strategically. However, Japanese 
companies lack the ability of global information gathering compared to companies in Europe and the United 
States.  
  Therefore, the establishment of overseas information centers has become important for Japanese 
companies from the viewpoint of strategic information management.  
  However, the decision making process of the area selection for information centers is complicated 
compared to that for factory construction. The reason of the difficulty is that the outcome obtained from 
establishing information centers is not easily evaluated.  
  In this study, we revealed the problem of ill-structured decision-making in the area selection by the hybrid 
approach, and showed the applicability of the cost performance curve analysis for a selection problem of 
information centers. In addition, from a practical point of view, we considered the value of knowledge 
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手順(4) 評価因子 Ei 間の重み wi（i =1,2,…,m）
を決定する。 
	 表２では、各評価因子 Eiから得られる基礎情
報を列挙し、評価因子 Eiの重要性 yiと各 Ei間の
重み wiを記入する。重み wiは AHP の一対比較
法によって決定され得るが、因子数が多い場合
には 5 段階もしくは 10 段階の評価スコア yiに 
もとづいて求めることが実用的である。ここで
は AHP によらない評価スコア yiから、wi = yi / 













手順(5) 各情報拠点 Fj (j =1,2,…,n) における評
価因子 Ei (i=1,2,…,m) 情報の入手容易性 yij
と、各拠点 Fj間の重み wijを表 2 にもとづい
て決定する。重み wijは wij＝yij / ∑j yij によっ
て計算する。 
 
手順(6)情報拠点 Fj (j =1,2,…,n)に対して複数の
投資代替案 ajk (k =1,2,…,rj )を作成する（後述
する図５を参照のこと）。評価因子 Ei に関す
る情報拠点 Fj の投資代替案 ajk 間の重み wijk 
（∑k wijk=1）を AHP の一対比較法（或いは、
5 段階もしくは 10 段階評価）によって決定す
る。投資代替案 ajkのパフォーマンス ujkは ujk 
= ∑i wi wij wijk で求められる。ここで、aj1 
(j=1,2,…,n) は“拠点 Fj を構築しない”とい
う決定を表すものとする。wij1≡0	 (i=1,2,…,m;  
 
 










手順(7)	  各情報拠点 Fj (j =1,…,n)を構築する
複数の投資代替案 ajk (k =1,…,rj ) の年平均投
資費用 cjkを見積もる。cj1≡0	 (j =1,2,…,n),	 ま
た、一般性を失うことなく cjk↑k を仮定する。 
 

























性、安全性など、m 種類の評価基準  Ei (i 
=1,...,m) によって評価され得る。製品の各機能






































    0      a!"を不採用  1        a!"を  採用   for    	 ∀j = 1,⋯ , n  ∀k   = 1,⋯ , r!       
 
 
   各機能ユニットFjに対して唯一の代替案が選
択され、他の代替案が選択され得ないという条
件は、  
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  Subject to  
cjkx!"  ≦rjk=1
n
j=1   c 

















































































コストの制約 c の下で、m 個の多目標の評価因
子 Ei (i =1、…、m)から構成される総合パフォー
マンスが最大になるように、n 箇所の情報拠点候
補 Fj  (j ＝1、…、n）における rj 個の情報拠点
投資代替案 ajk	 (k =1、2、…、rj )から、投資代
替案を１つ選択しようとしている（代替案には
特別な場合として、情報拠点 Fj	 を選択しないと
いう代替案 aj1 が含まれている）。各情報拠点 Fj
では、情報拠点の立地条件によって、アクセス
できる情報の種類・質・量が異なってくる。評
価因子 Eiの重み wi、評価因子 Eiに関する各拠点
Fjの重要度を表す重み wij、評価因子 Eiに関する
各拠点 Fj の代替案 ajk の重要度を表す重み wijk、 















































































































































3.5	 まとめ  −  技術経営の実践を志向した
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